
允蕊町

各市町村博耽親郎故育農機.

･tり

㌔二･

夏期の特別休職について(裁細さ

弟1105号

斌8年1月8日

満知藤故常澄

このことについて､盛立学授職員の勤務時臥休日及び体境に困する蔑細く平成毎年露盤

時人軍費彪鼓親則第唾轟卑)脚嘗面簡謝林畷遷して､確圃聯官紀
の内密によ申東施す愚ことになりましたので,管下費聴励こ対し庸加､ただくとともに､適

切な遵周をお葡い患Jま鶴

配

1貰掛こ掛相磯農の飽鍵港狩と能率増進11たれ市町村(学校風合)故常重恩畠叉は所

威厳の澄める計画の墓地に伴い､必要fl壕倉に;fhで.愈史学世職良め激務時軌俸白鼠
'び捧暇に縛する親舶欝1 2粂第8骨に基づi牡脚を凍課す最もの起す凱

票　架施期間は､脚頂指Ⅶ音肇まで走する｡脚削ま,動感野の齢又は聯軍

紋として与えるものとする｡

程お､野革皆野昏軒監図番官等で1~評とする血

3　楽廉さごあたっては､藩学礎の兼務及び僻府の職鼻の兼郡か､学校運営よ支障をきた蕃な

い輯粥で各学襟で辛歯調渡し､親密な計画番宜てること.

凄　掛軸簿は,次瞭よ引こ表示することo

邸齢覇ローの盤臼を与えた場合

覗き勤務日.の畢u老母見た額魯
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